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研究成果の概要：音声認識を用いるシステムにおいて、マイクと話者の距離が離れている場合には周囲の雑音や
残響などもマイクでの観測音に含まれてしまうために音声認識が困難になる問題がある。そのため、観測音から
音声のみを取り出す研究が盛んにおこなわれている。本研究では、使用する環境を特定しない汎用的な音声強調
手法に深層学習を用いた音声の生成モデルを統合した従来手法に着目し、音声が時不変な話者情報と時変な言語
情報に依存するという性質を考慮した音声の生成モデルを用いることで、音声強調精度のさらなる改善を図っ
た。

研究分野：統計的音響信号処理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
音声認識は、スマートフォンなどのように話者とマイクの距離が近い場合には、現在すでに高い認識率を達成し
ているものの、話者とマイクの距離が離れている場合には周囲の影響により認識率は大幅に低下してしまう。こ
のような状況における認識率を改善することができれば、スマートスピーカなどを快適に利用できるようになっ
たり、聴覚障害者の日常生活を補助するようなデバイスを実現することが可能になったりすると考えられるた
め、音声強調は重要な研究テーマである。
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１．研究の目的 
 スマートスピーカやロボットの音声対話においては話者がマイクから離れた位置にいる場合
があり、このような状況ではマイクの観測音に周囲の雑音や残響が含まれてしまい音声認識の
精度が低下してしまう問題がある。そのため、マイクの観測音から注目したい話者の音声のみ
を取り出す音声強調手法が必要となる。本研究では、様々な環境で汎用的に用いることのでき
る手法を開発することを目的とする。 
 
２．研究成果 
これまでの研究で、環境の事前情報を用いず、クリーンな音声の生成過程のみをニューラル
ネットワークで学習し、それを用いて多チャネル観測音の生成モデルを定式化し、その逆問題
を解くことによって各音源信号を推定するという手法を提案している。本研究では、この手法
を拡張し、音声が話者情報と言語情報から生成されるという生成モデルを用いることで、音声
強調問題を話者情報と言語情報を観測音から推定する問題とみなす（図 1）。この言語情報を入

力とする音声認識器を学習することができれば、話者に依存しないために少ないデータで頑健
な音声認識器が学習できる可能性がある。また、音声強調時に話者が既知である場合は、言語
情報のみを推定すればよいため解空間が狭まり性能が向上する可能性もある。そのため本研究
ではまず音声の話者・言語情報への分離と、話者・言語情報からの音声の生成過程を学習した。
具体的には、条件付き変分自己符号化器（CVAE）を用いて入力音声を低次元の潜在表現に変換
し、潜在表現から入力の音声を復元するニューラルネットワークを学習する。低次元な潜在表
現を時不変な部分と時変な部分で構成し、さらに様々な制約を課すことにより。それぞれを話
者情報と言語情報に対応させることを試みた。学習した CVAE に対し、学習データ中の音声を入
力した場合には元の音声を復元することができたが、言語情報を保持したまま話者情報のみを
変えた場合に得られた音声は、多少話者性は変わっているものの目的の話者の音声とは大きく
異なっていた。また、話者情報を保持したまま言語情報を変えた場合も、得られた音声は元と
異なっているものの目的としていたものとは異なっていた。つまり、話者情報と言語情報の分
離の精度が低いことが分かり、この点については大きく改善の余地がある。しかしながら、話
者情報と言語情報に基づく生成モデルを統合した音声強調手法の評価では，多少の性能の改善
が確認できた． 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 観測音の生成モデル 
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